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X線 回折に よる固体ハ ロゲンの圧力誘起相転移の研究

り 長谷喜代司

固体 ヨウ素 にお いて初めて兄い出された圧力誘起分子鮮紅は､ 予想 され

る固体水素 の金属化 ･相転移の概橋に ヒン トを与 える現象 として注 目されて

いる｡

本研究 は高圧下 におけるX線回折手段によ り､ (1) ヨウ素の 21GPa.(室

温 )以上で安定化す る単原子相での相転移の探索､ お よび (2)ヨウ素 と同形

の臭素にお け る分子 解範の観測 を目的 とした｡ 実験には､ 阪大での通常 X線

源 十位置敏感型検出器､ 及び フ ォ トンファク トリーにおける放射光光源 十イ

メー ジングフ レー トを用いた｡ その特徴は､ ダイヤモ ン ドアンビル型高圧セ

ルで加圧 した微小粉末試料か らの微弱な シグナル を高 い精度で検 出 した点に

あ る.

その結果､ (1)単原子性 ヨウ素は､ 43±2GPaにおいて､ 休心斜方晶

(D茎5h｣ AM )- 体心正方晶 (I)日7-14/…m)の 2次相転移 を起こし､ さらに

55±3GPaにおいて面心立方晶fcc(02-FA3EL)に 1次相転移す ることを兄い

だ した. これ は､ 2原 子分子性固体にお いて初めてfccが実現 した例である.

(2)臭素は 120±10GPa(室温 )において ヨウ素 と同様の分子解柾 を伴 う相

転移 を起 こ し､ 休心斜方晶が安定化す る｡ また､ 分子相 (D21he-CACa)におけ

る構造解析 を行 い､ 分子併催 に至 る過程 においてBr2分子は圧力ととt}に直角

配置 をとるぺ く互 いに回転 しなが ら接近す る結果 を得た｡

この よ うに固体ハ ロゲンでは､ 分子解粧後､ 段階的な圧力誘起構造相転

移 を経て等方 的補遺 (fcc)が実現す るこ とが明 らかにな った.
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